




我々が経験した HUS,2 例,TTP1 例について腎組織の螢光抗体法検索を行ったの

で,報告する。

症例 1 は 2 才 4 ケ月女児で diarrhea の先行後に microangiopathic anemia,急

性腎不全を起こし,血液所見は 1 週間以内に改善したが,尿毒症症状が強いた

め,13 日間にわたる透析療法により腎不全を脱している。

症例 2 は 4 才男児で同様に消化器症状の先行後に急激に尿毒症に陥り,腹膜灌

流で一且意織が回復した後に,脳血栓によると思われる左片麻痺を合併してき

た症例である。結局 20 日間の腹膜灌流で腎不全は,脱しその後片麻痺も改善し

てきている。


